
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己評価報告書 
２０２５年度 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２６年４月 

学校法人 読売理工学院 

専門学校 読売自動車大学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 1 - 
 

 
目  次 

はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
 
１．学校の教育目標 
 
２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画・・・・・・・・・・・・・・・３ 
 
３．評価項目の達成及び取組状況 
 （１）  教育理念・目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
（２）  学校運営 

 （３）  教育活動 
 （４）  学修成果 
 （５）  学生支援 
 （６）  教育環境 
 （７）  学生の受入れ募集 
 （８）  財務 
 （９）  法令等の遵守 
 （10）   社会貢献・地域貢献 
 （11）  国際交流 
  
４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 
 
５．資 料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 
資料－１ 就職率 
資料－２ 求人受付数 
資料－３ 資格取得率 
資料－４ 退学率 
資料－５ 入学者数 
資料－６ 学生納付金 
資料－７ 学生対象授業アンケート（用紙） 
資料－８ 科目の教育目標・授業計画（用紙） 
資料－９ 授業概要（用紙） 

 
別 冊 資 料 
 １． 学科教育目標 
 ２． 科目の教育目標・授業計画 
 ３． 学生対象授業アンケート集計結果 
 ４． 学生便覧（履修要項） 
 ５． 学校案内 
 ６． 募集要項 



- 2 - 
 

はじめに 
 教育機関である専門学校は、在学生がよりよい教育を受けることができるよう、学校運営･教育

活動等について常に改善を図り、教育の質の向上に努める責任がある。また、学校運営･教育活動等

の学校情報を公表し、学生･保護者をはじめとする学校関係者に対し、説明責任を果たすことが求

められている。 
2007 年 6 月の学校教育法改正に伴う「学校評価に関わる学校教育法施行規則等の一部を改正す

る省令」の公布により、専門学校における自己評価と結果の公表が専修学校設置基準上の義務とな

り、学校関係者評価の実施と結果の公表が努力義務となった。 
2004 年度より本校独自の評価項目を設定し実施してきたが、2014 年度に本校が「職業実践専門

課程」の認定を受けたことを機に、文部科学省のガイドラインに基づいた自己評価の様式に沿って

まとめることとした。 
 「学校関係者評価」とともに、「第三者評価」を５年以内に受ける方向で調整して、学校運営の改

善に努め、さらなる教育の質の向上に向けて改善をしてく必要があると考える。 
 
１．学校の教育目標   
本学院の理念・目的は学院設立趣意書に「時代の要請に奉仕するためには、大学と工業高校の中間を

行く徹底した実技教育を目的とする。」（1969 年 11 月 20 日）と定めている通り、職業に特化した高等

教育機関を目指し、読売新聞社が設立した。 
 本校では充実した職業教育を実施することはもとより、人間性の成長を促すことにより社会で貢献で

きる人材を育成する全人教育も重要な目的とし、学校運営･教育活動等について改善を常に心がけ、教

育の質の向上に継続的に努めることが目標と決意する。 
「自己点検評価」（2004 年度より開始）や「学校関係者評価」（2014 年度より実施）は、こうした決

意に基づき行っているもので、今後も「学校関係者評価」により学校運営の改善に努めるが、「教育課程

編成委員会」を通し実践的な教育内容と人間力の向上を目指し継続的に取り組む。 
これと並行して「読売式教育メソッド」を制定し、学生の「基礎学力」「人間力」「専門力」「資格取得

力」「就職力」をさらに向上させるために改善を進めているが、教員の教育力・人間力の向上も不可欠で

ある。教育力向上を実現するために常に前向きな取り組みが必要と考えている。 

また 2022 年度に学院として公表した「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」「アドミ

ッション・ポリシー」の三つのポリシーに基づき学校運営をしていく。 
 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 
在校生が「最高の学校選択をした」と思えるような充実した学生生活を送り、人間性の成長と技術・

知識のレベル・アップを実感できる教育を目標としている。その実現には、教科書内容の網羅のみに止

まらず、より学生に興味を喚起する授業内容を目指し、教育手法の工夫と教員の教育力の向上を継続的

に実施する取組みが重要となる。 
自動車の技術的進化は、近年ますます速度を増しており教育内容を最新技術に対応したものとするた

めには、学内、学外を問わず教員の技術研修をより積極的に実施することで、現在の整備体制や企業が

求める人材像を具体的に把握するなどの対応が必要であり、継続的な課題である。 
また、研修等で教員が理解した新技術を授業内容に反映する場合は、理解しやすく興味を持たせる授

業内容を工夫する必要がある。そのため、教員は新技術の裏付けとなる基礎工学や整備技術の理解を深

めることとする。 
 「教員は自動車エンジニアの先輩として、後輩である学生を大切に育てる」という校風を大切にし、

理解しやすく興味を持たせる授業内容を実施するための努力を継続していく。これにより、学生の学習

意欲を励起し、授業を通して学生の人間性の向上にも寄与し、さらには学生の定着率向上にも大きな力

を持つ重要な取り組みである。 
 卒業率、国家試験合格率を教育成果ととらえ、学生に対する責務とする。 
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３．評価項目の達成及び取組状況 

各評価項目に対する評価責任者は、次の通りである。 
（１）教 育 理 念 ・ 目 標： 校長 

（２）学 校 運 営： 本部長 

（３）教 育 活 動： 両学科長 

（４）学 修 成 果： 両学科長・就職委員長 

（５）学 生 支 援： 両学科長  

（６）教 育 環 境： 教務委員長 

（７）学 生 の 受 入 れ 募 集： 広報委員長 

（８）財 務： 本部長 

（９）法 令 等 の 遵 守： 本部長 

（10）社 会 貢 献 ・ 地 域 貢 献： 学生委員長 

（11）国 際 交 流： 事務局長 
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３．評価項目の達成及び取組状況 
 
（１）教育理念・目標  3.8（←3.8←3.8←3.8←3.8←3.8） 

評価項目 適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・学校における職業教育の特色はなにか 
 

 
４  ３  ２  １ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 
 

 
４  ３  ２  １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等

に周知されているか 
 

４  ３  ２  １ 
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界ニーズに向け

て方向づけられているか 
 

４  ３  ２  １ 
  
① 課題 

100 年に一度といわれる技術変化に対応するための教育が必要となりつつある。国土交通省

から示された整備士試験制度変更に対応した 2 級整備士課程のカリキュラム編成に続き、１級

整備士課程のカリキュラムを 2027 年度 3 年次生用に編成を行う。 
自動車整備士教育が特色ある職業教育そのものであるが、自動車技術と整備技術の急速な変

化により、自動車整備事業に大きな変化が起こっている。この変化に対応した整備士教育を取

り入れることが求められており、企業との教育連携、学生教育の充実等教育力の向上が増々重

要になっている。 
② 今後の改善方策 

 カリキュラム編成の検討段階では、新技術を取り入れた教育内容に重点が置かれることにな

るが、これと並行して、基礎工学的な教育をより充実させ理解力と応用力を養成することが必

要である。企業が望んでいる人材を育成するため、大きく分類すると学科においては、基礎工

学、自動車の仕組み、構造、顧客対応などの教育、実習においては、基礎的な作業内容とより実

践的な教育が必要である。 
二級課程 1・2 年次の人材育成像（基礎的な項目の網羅＋実践的内容の教育）と一級課程 3・

4 年次の人材育成像（1・2 年次の基礎教育の上に立ったより実践的で高度な知識技術の習得）

を明確にし、その目標を達成するために各課程での教育を充実する。二級課程では整備士とし

ての基礎能力・技術、一級課程で二級課程での教育を踏まえ、総合的な応用能力・技術を確実に

身に付けた人材を育成する体制とする。また現状に即した職業教育を行うために、教育におけ

る企業連携を継続的に実施する。 
③ 特記事項 

 電子制御装置整備の整備主任者等資格取得講習を 1 級整備学科 3 年生に対し東京運輸支局の

協力のもと実施することで、2 級自動車整備士取得者（3 年生）が自動車特定整備事業における

整備主任者の基礎資格を取得することができた。新基準の整備士教育（2027 年度）に切り替わ

る前の 2026 年度も実施予定である。 
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（２）学校運営 4.0（←4.0←3.9←3.8←3.8←3.8） 

評価項目 

 

適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・目標等に沿った運営方針が策定されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有

効に機能しているか 

 

４  ３  ２  １ 

・人事、給与に関する規程等は整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

安定した学生数を確保できており、学校運営は健全な状態にある。日本人と留学生が共に学

び、双方とも国家試験の合格率と就職率が高い。質が高くわかりやすい授業と、親身な就職指

導が好結果につながっている。学生や保護者にこうした実績や学校の総合力を多面的にアピー

ルしていきたい。 

② 今後の改善方策 

 引き続き入学者の安定的な確保を図るとともに、きめ細かな指導により退学者を極力減らす

よう努める。 

③ 特記事項 

特になし。 
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（３）教育活動  1 級整備学科  3.7（←3.7←3.7←3.7←3.7←3.7） 

評価項目 適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応

した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
 

４  ３  ２  １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方

法の工夫・開発などが実施されているか 
 

４  ３  ２  １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラ

ムの作成・見直し等が行われているか 
 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ

プ、実技・実習等）が体系的に位置付けられているか 
 

４  ３  ２  １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置付け

はあるか 
 

４  ３  ２  １ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 
 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む） 
を確保するなどマネジメントが行われているか 

 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の

指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 
 

４  ３  ２  １ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

 
① 課題 

 資格試験制度が変わっていく中で、新たにカリキュラムを検討していかなければならないが、

1 級課程に関しては具体的な教科内容や必要教材などを早急に検討していく必要がある。 
② 今後の改善方策 

 企業からの教材提供など、各方面から協力をいただいているが、今後、国土交通省からの  

指針が示されたのち、教材だけでなく技術的な面においても企業と出来るだけ連携し学生に 

フィードバックできるよう準備が必要。 
③ 特記事項 

特になし 
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（３）教育活動  自動車整備学科  3.6（←3.6←3.6←3.6←3.6←3.6） 

評価項目 適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 

 
 

４  ３  ２  １ 
・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対

応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
 

４  ３  ２  １ 
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 

 
 

４  ３  ２  １ 
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキャラムや教育

方法の工夫・開発などが実施されているか 
 

４  ３  ２  １ 
・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュ

ラムの作成・見直し等が行われているか 
 

４  ３  ２  １ 
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ

プ、実技・実習等）が体系的に位置付けられているか 
 

４  ３  ２  １ 
・授業評価の実施・評価体制はあるか 

 
 

４  ３  ２  １ 
・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 

 
 

４  ３  ２  １ 
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 

 
 

４  ３  ２  １ 
・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置付

けはあるか 
 

４  ３  ２  １ 
・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 
 

４  ３  ２  １ 
・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含

む）を確保するなどマネジメントが行われているか 
 

４  ３  ２  １ 
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員

の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 
 

４  ３  ２  １ 
・職員の能力開発のための研修等が行われているか 

 
 

４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

教員の確保に関して年度途中で退職者が出た後、新規の採用ができていないため教員個々の

負荷が増してしまっている。募集は継続しているが適切な応募者が現れていない。 

 

② 今後の改善方策 

教職員にとってやりがいのある、魅力的な学校という職場にするべく、様々な意見を取り入

れて改善策を練りたい。 

 

③ 特記事項 

キャリア教育の一環として、ビジネス・マナーをカリキュラムに取り入れている。 
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（４）学修成果  １級整備学科  3.6（←3.4←3.4←3.4←3.4←3.6） 

評価項目 
 

適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・就職率の向上が図られているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・資格取得率の向上が図られているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用

されているか 
 

４  ３  ２  １ 

  
① 課題 

今年度は、1 級筆記不合格者が 3 名となった。近年、一級整備学科においても留学生の人数

が増加してきているので口述試験を含めた対応が必要である。就職については全員の内定を得

ることができたが、活動許可が得られずに就職活動開始が遅くなっている学生が若干増えてい

る傾向にある。 
② 今後の改善方策 

 国家試験については、全国平均は上回ってはいるものの、あと少しのところで合格に至らな

かった学生がいることから、成績不良者の底上げを課題とし、早期対策の実施、過去問題の  

網羅等、昨年度方針を継続しつつ課題として取り組んでいく。 
③ 特記事項 

特になし 
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（４）学修成果  自動車整備学科  3.4（←3.4←3.2←3.2←3.4←3.2） 

評価項目 

 

適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・就職率の向上が図られているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・資格取得率の向上が図られているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用

されているか 

 

４  ３  ２  １ 

  

① 課題 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価の把握については、特に卒業生の活躍について組織

的に調査等する機会がなく、断片的な把握しかできていない。 

 

② 今後の改善方策 

同窓会、校友会が上記のような機能を持っていないため、それが必要かを含めて検討してい

きたい。 

 

 ③特記事項 

特になし 
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（５）学生支援  １級整備学科  3.1（←3.0←3.0←3.0←3.1←3.1） 

評価項目 
 

適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学生の生活環境への支援は行われているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行

われているか 
 

４  ３  ２  １ 

 
① 課題 

 卒業生に対する支援体制や課外活動は活発に行われているとは言えない状況である。復活を

望まれている課外活動もあり、支援体制については再就職についての窓口等を広く周知してい

く必要がある。 
② 今後の改善方策 

行事や課外活動団体などは、学校の魅力を高めるためにも再検討が必要である。 
 ③特記事項 

特になし 
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（５）学生支援  自動車整備学科  3.4（←3.4←3.4←3.4←3.3←3.3） 

評価項目 

 

適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・学生の生活環境への支援は行われているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が

行われているか 

 

４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

卒業生への支援体制、社会人のニーズを踏まえた教育環境及び高校・高等専修学校との連携

に関しては、十分な取り組みができているとは言い難い。 

 

② 今後の改善方策 

社会人のニーズや高校・高等専修学校との連携は学生募集にもつながる重要な項目であり、

その方面の研究をしていきたいが、人員不足な面もあり、教員募集とともに改善する必要があ

る。 

 ③特記事項 

特になし 
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（６）教育環境  3.7（←3.7←3.7←3.7←3.7←3.7） 

評価項目 
 

適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育

体制を整備しているか 
 

４  ３  ２  １ 

・防災に対する体制は整備されているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

  
① 課題 

・設備・工具、教材の老朽化  

 
② 今後の改善方策 

・優先順位を付け設備・教材の改善を実施 
（設備等：実習場学生用工具セット 8 セット追加、実習場学生用椅子の代替、実習場用移動黒板 5
台、実習場排気ダクトの補修・改修、カーリフトの保守管理点検・修理、診断機バージョンアップ、

エーミング用ターゲット 1 台、ガルバノメーター4 台、１級整備学科用 PC10 台） 
（教材等：燃料電池車両 1 台、二輪車 DTC 搭載車両又は単体教材の導入） 
・スペースの有効利用のため、定期的な不要品の廃棄。  

 
③ 特記事項 
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（７）学生の受入れ募集  2.7（2.3←2.7←2.7←2.7←2.3） 

評価項目 
 

適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・学生募集は、適性に行われているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学納金は妥当なものとなっているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

  
① 課題 

学生募集の要は資料請求にあるといわれていますが、ネームバリューが無い本校はまず、進

路ガイダンスに参加し、高校生へ周知に力をいれることが一番大切だと考えます。今年度はガ

イダンスの参加校数は伸びていますが、1，2 年生の接触が少なく単年度で見ればよいかもしれ

ませんが、2026 年度以降の募集について不安が残る結果です。 
また高校訪問に関して、訪問回数や訪問校数は減らし、対象校を絞り込む方針で実施をしま

したが、授業やその他の業務の関係で訪問数が上げられないのが現状です。出願者や OC 参加

者のお礼を兼ねて訪問が少ないため、高校の先生との情報交換などが出来ていないのが問題だ

とも思います。 
SNS の発信は、一部担当者の負担となり、継続性について検討しなければならない。 
OC の運営に人員が不足については、広報に人が入ったがそれでも運営の人数としては余裕

がなく、学生スタッフが事務局や留学生説明会のお手伝いをしている状況です。 

② 今後の改善方策 
・ガイダンスの参加校は年々増えており、それに対応する人材の雇用・育成は欠かせないが、職

員も各学科の説明ができるように勉強し、誰でも学校の代表として参加できる体制並び研修

を行うことで、人手不足に対応する。 
・昨年と同様に高校訪問の担当校に優先度をつけた担当校制を割り当てるが、訪問だけでなく

電話での案内など、高校の先生への負担を減らす新しい営業の形を検討する。 
・SNS のインサイト（分析）を専門的に行い、傾向と対策を実施 
・学生スタッフの活用について改めて検討し再構築を実施 
 

③ 特記事項 
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（８）財務  3.8（←3.8←3.8←3.8←3.8←3.8） 

評価項目 

 

適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・財務について会計監査が適性に行われているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

26 年度当初の在籍者は読売理工医療福祉専門学校と合わせて 737人で、前年度から 27人減

となった。学校法人全体としての財務状況を改善するため、両校で協力して学生募集を強化

し、入学者を安定的に増やしていく。 

② 今後の改善方策 

 学生募集活動への注力に加え、貸し教室等による事業収入で増収を図り、経営の強化を目指

す。 

③ 特記事項 

 特になし。 
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（９）法令等の遵守  4.0（←4.0←4.0←3.8←3.8←3.8） 

評価項目 

 

適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・自己評価結果を公開しているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

 

①課題 

  法令に基づいて学校を運営している。学生と教職員双方に、法令順守意識を徹底させており、

万が一問題が生じた場合には、法人本部と協力して対応できる態勢を整えている。 

②今後の改善方策 

 

増加している留学生に、日本の法令だけでなく、社会的規範も教育・指導し、日本社会になじめ

るようにする。 

③特記事項 

 特になし。 
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（１０）社会貢献・地域社会  2.3（2.7←2.7←3.0←3.3←3.7）   
評価項目 

 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 
 

 

４  ３  ２  １ 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を

積極的に実施しているか 
 

４  ３  ２  １ 

 
 ①課題 

・企業連携において資格講習や講座の開講や貸教室は実施しているが、地域との連携は不足し

ている。 
・一教育機関として、地域への貢献ができないか検討したが、具体的なものはできていない。 
・ボランティア活動についても在校生の生活環境等を考えると恒久的に実施しにくい。 
・人員不足および経費の負担 

 ②今後の改善方策 
・一部署での検討ではなく、学院として地域へ貢献も検討が必要 
・以前実施していた日本テレビの「24ｈTV」のような、ボランティア活動の参加も、経皮的な

問題が解決できるならば検討。 
・定期的な近隣清掃などの機会をつくることを検討 

① 特記事項 
・11 月に文化祭を開催。近隣の方にも来場していただけた。 
・学校外の部活動については一定の活動結果が見られた。 
・地域の防犯や安全について、区役所などの公共機関との連携を行い、江東区の「こども 110 番

の家」に登録。 
・特定整備（電子）の整備主任者資格取得講習を３年生及び一般向けに実施 
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（１１）国際交流（必要に応じて）4.0（4.0←4.0←4.0←4.0←3.8）     

評価項目 

 

適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・留学生の受け入れ・派遣について戦略を持っているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとら

れているか 

 

４  ３  ２  １ 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されてい

るか 

 

４  ３  ２  １ 

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 

 

 

４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

留学生の大半は、すぐに帰国せず日本に残って自動車業界で自動車整備士として働くことを

希望している。仕事をする上で必須となる日本語コミュニケーション能力をさらに高めて就職

させることが継続的課題となる。 

② 今後の改善方策 

日本語能力試験（JLPT）N1、N2の合格に向け日本語授業の質の向上をさらに図るとともに、

オーバーワークなどによるビザ更新時のトラブル防止に向け生活指導を徹底する。 

③ 特記事項 

勉学意欲が高い優秀な留学生の確保に力を入れ、「読売理工学院留学生指導指針」に基づい

て学習、生活の両面できめ細かい指導を徹底した結果、高い就職率、国家試験合格率などの実

績を維持した。 
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４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 
1、3 年生を対象とした企業連携授業を実施し、実践的な実習内容を取入れること、高い国家試験合格

率と退学率の改善を目標とし取り組んできた。 
昨年度に比べ学生数が 68 人増え、5/31 現在の在籍数 294 人に対して全学年での退学者は 13 人であ

り、退学率 4.4％となった。これは、目標としている退学率 10％を大きく下回る結果であった。日本人

学生の基礎学力低下や、留学生の日本語能力の低い学生の入学者が増える中、教職員の努力により達成

した数値であることは評価したい。今後も一人でも多くの学生が進級・卒業できるよう教職員一同で教

育していきたい。 
また、より充実した教育体制・学校運営を目指し継続的に努力するとともに、臨床心理士カウンセラ

ーとも連携して、学生の心理的な問題点の把握をし、学習意欲の向上が期待できる対策を広い視野で検

討することとする。 
二級課程の国家試験は、日本人学生については基礎学力の低下、留学生については日本語能力の問題、

などあったが、教員・学生双方の努力により 2 級ガソリン整備士取得 100％、2 級ジーゼル整備士 99.1％
を達成できた。また一級課程の国家試験結果は、筆記試験 82.4％、口述試験 100％、一級整備士の合格

率は 82.4％と昨年度の 87.0％を上回ることは出来なかったが全国平均を大きく上回った。この結果も

資格対策担当教員の教育力の高さの表れである。 
一級課程においては、実践的な教育内容を目指し、電子制御装置整備の整備主任者等資格取得講習を

3 年生に対し東京運輸支局専門官の協力のもと実施し、学内教員以外の授業を展開した。 
また、電気を石油に代わるエネルギーととらえ、EV 普及と充電インフラ整備が政府の方針となって

いることを受け、一級整備士課程のカリキュラムの中に必修教科として「第二種電気工事士」の資格取

得のための教育を実施しており、他校との差別化ができている。 
二級課程の実習授業では、企業による新技術に関する講習を実施した。職業に特化した教育を実現す

る方向性を持ち続ける必要がある。 
 「読売式教育メソッド」は、「人間力」「専門力」「資格取得力」「就職力」「基礎学力」の五つの柱を明

文化し、創立以来の伝統である「面倒見のよさ」に代表される教育方針は、学生にどんな力が身につく

かという観点からまとめたもので、本校の教育手法の特色と強みをわかりやすく打ち出したものである。

今後も、本校が育成したい人材像をより明確にし、それをカリキュラムに反映する取り組みを今後も継

続的に取り組む必要がある。 
 学生募集に関しては、日本人は少子化、自動車離れ等の影響で少人数の入学に止まったが、留学生の

募集結果が好調であり、昨年度並みの実績を残すことができた。ただし、日本人学生の募集強化に努め

ること、日本語能力や意欲の強い留学生の確保が重要であり、継続的な課題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


